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1. はじめに 

1.1 本報告書の目的 
新電力供給システムは、電力供給の安定性、供給信頼度・

電力品質の維持・向上、安価な電力供給、環境負荷の低減、

需要家の利便性向上などを目指す将来の電力供給システム

として期待されている。これまで、分散形電源を含む小規

模系統を運用制御するマイクログリッドの実証試験が行わ

れており、離島や供給信頼度の低い地域では、自立運転可

能なマイクログリッドも構築されている。さらに、近年で

は、太陽光発電など再生可能エネルギー電源の大量連系を

可能とするスマートグリッド技術が国内外で注目されてい

る。 
本技術報告では、マイクログリッドやスマートグリッド

など関連する国内外のプロジェクトの動向を調査した結果

を報告する。 
 

1.2 新電力供給システムとは 
先進的な電力供給システムとしてはスマートグリッドが

昨今注目を集めているが、導入される国・地域やエネルギ

ーサービスプロバイダによりその機能、克服すべき課題等

は異なり、一義に定義されている概念ではない。本報告書

では国内外で行われている先進的な電力供給システムを広

く対象としており、これを新電力供給システムと総称する。 

1.2.1 新電力供給システム 
(１)  定義  新電力供給システムとは、再生可能エネ

ルギー電源の導入・活用を前提とし、電力品質や電力供給

信頼度の維持または向上、環境負荷の低減、エネルギー効

率・経済性の向上を目的とする。 
情報通信技術(ICT)および自営線などの電力ネットワーク

技術を活用して、負荷や自然変動電源と、エネルギー貯蔵

装置や制御可能な分散形電源との協調制御を行い、電力供

給を行う。 
(２)  解説  現在国内外で新たに実証試験等が進めら

れている新電力供給システムは、電力供給の環境性の改善

を目指して、再生可能エネルギー電源の大量導入を前提と

しているものがほとんどであるため、再生可能エネルギー

電源の導入・活用を新電力供給システムの前提条件とした。 
太陽光発電や風力発電など出力変動の大きな電源が、系

統に大量に連系された場合、需給バランスを取りにくくな

り、現状の系統のままでは電力品質が保てなくなってしま

う可能性が高い。実証試験では現状の電力品質を少なくと

も維持、または品質向上を目指した実証試験が進められて

いる。さらに運用最適によるエネルギー効率・経済性の向

上とそれに伴う環境負荷の低減も目指されている。 
各電源、各エネルギー貯蔵装置が、太陽光発電や風力発

電の変動や需要の変動をうまく吸収したり、運用最適に対

応したりするためには、発電電力の大きさ(kW)の情報、さ

らにはその時々の機器毎の負荷率等の情報などを電源間で

共有する必要がある。ひいてはローカルシステム内での情

報通信手段が必要であり、これを新電力供給システムの必

要事項とした。 
新電力供給システムは、以上の特徴を踏まえたものであ

るが、さらに以下のような付加価値を持つものが提案され

ている。 
・品質別電力供給 
・自然変動電源の出力予測 
・需要家と電力系統との双方向の情報通信 
・制御による付加価値（負荷制御、連系点での潮流制御、

配電線内電圧制御） 
・分散形電源からのアンシラリーサービス（電圧・周波

数制御、予備力）の供給 
品質別電力供給とは、負荷毎に電力の必要品質を定め、

供給信頼度を変えてシステム全体の設備費用を抑え、かつ

複数の品質別の電力を供給するものである。 
太陽光発電と風力発電の出力予測は、対象電源の中に太

陽光発電や風力発電が含まれていると、その変動を補償す

る制御が行われているものが多いが、その精度を上げるこ

とを目的としている。 
需要家と系統が双方向通信を通じて情報をやりとりし、

制御に反映するものもある。制御対象を電源側だけでなく

負荷側にも広げたものや、最終的な目的を連系点潮流や配

電線内の電圧の制御を目的としたものがある。 
電力供給だけではなく、電圧制御や周波数制御に参加、

または予備力電源としてアンシラリーサービスを行うもの

がある。分散形電源によるアンシラリーサービスについて

の詳細は文献(1)を参照されたい。 

1.2.2 マイクログリッド
(2) 

新電力供給システムの一つの形態として、分散形電源と

負荷を持つ小規模系統であり、複数の電源および熱源が IT
関連技術を用いて一括制御管理され、既存の電力会社の商

用系統から独立して運転可能なオンサイト型の電力供給シ

ステムである。 

1.2.3 スマートグリッド 
分散形電源の導入によって電力潮流が双方向となった電

力系統を、情報通信ネットワークの強化による双方向通信

を実現することで電力系統の可観測性と制御性を強化し、

将来に渡っての電力供給の安定性、信頼性及び経済性を確

保することを目的とした新電力供給システムである。 
日本では、低炭素電力供給システムに関する研究会によ

り、「従来からの集中型電源と送電系統との一体運用に加

え、情報通信ネットワークにより分散形電源やエンドユー

ザの情報を統合・活用して、高効率、高品質、高信頼度の

電力供給システムの実現を目指すもの」と定義された。 
また欧州では、テクノロジープラットフォーム・スマー

トグリッドにより、「スマートグリッドは、接続されている
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